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(1)摂りクリープ限として負荷後100時間において 4 x 10- 4%/hr なる摂りクリープ速度を与える振り応
力を採り，乙の{直によって摂りクリープ強度を判定した。










900 0 C , 1050 0 Cおよび12000Cのうち 10500C に於て最高となることが知られ，さらに， 18-8系合 Cb 鋼の















第 2 章は探りクリープ限の測定方式を実験によって確定した結果の記述である。 18-8系クロム・ニッケ
ル鋼につき 4500 C , 5000 C および6000 C の試験温度で，数種類の負荷応力のドに比較的長時間にわたる摸
りクリープ試験を行い，クリープ速度の時間的変化を観察し，クリープ速度が 2 ,....., 5 X 10- 4%/hr なると
きは負荷後70"""'1000hrにわたりクリープ速度が変化しないことを確認し， 乙れより著者は負荷後100hr に








第 4 章はー60 0 C から十8000 C に至る加工温度における加工度と振りクリープ限との関係を究明してい
る。加工度やクリープ試験温度に無関係に加工温度が上昇するとともにクリープ限は増大し， 300"""'6000 C 

















国溶が不充分であるためであり， また 1200 0C 処理鋼の加工材が弱いのは結品粒の粗大化による軟化のた
めとしている。
第 4 章で 300-- 600 0 C 加工が18-8系鋼のクリーフ。強度上昇に最も有効であることを見出しているが第 7
章ではこの鋼と化学成分，析出物の性質，その析出状況および加工によるマルテンサイト化の程度などを
異にする含 Cb 18-8系鋼および Cr と Ni 含有量の多し，304型18-8系鋼につきクリーフ。試験してその結果
を検討している。
合 Cb 鋼は無 Cb鋼ほど加工温度の影響を受けないことを見出し， その原因としてクリープ試験中に





第 8 章は化学工業にひろく使用される 18-8系鋼のアンモニアガス中における高調クリープ強度の値が必
要とされているのにかんがみ， 18-8系鋼と合 Cb 18-8系鋼の非加工材について5000C と 600 0Cにおけるク
リープ強度を求めた結果を述べている。
とれらの銅はアンモニアガスの影響を著しく受け，そのクリープ変形抵抗は大気中の値に比べて著しく
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小きく，その原凶として表面層の窒化を挙げている。
第 9 章は以上の研究結果の総括である。
このように著者は鋼の高温クリープ強度において未開発の分野に属する振りクリープ限を求める試験方
式を確立し，これを基にして18-8系クロムニッケノレ銅および合 Cb 18-8系クロムニッケル銅の高温にお
ける振りクリープ限を求め，乙れにおよぼす加工皮，加工温度，治体化処理温度，アンモニアガ、スなどの
諸影響を系統的に究明し，高温における機械の設計製造に対し貴重な資料を提供するとともに基礎的な諸
試験により諸現象に対する原因を明快に説明し，多くの知見を加えている。
このように著者の研究は材料工学および機械工業の発展に貢献するところが少くない。よって本論文は
博士論文としての価値あるものと認める。
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